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1.緒 雷
小麦赤徽病の発生及び蔓廷には，小麦の出穂開花以後の気象僚件が大き注意味をもち，殊に
降雨と赤徹病発生との聞にぽ密接な関係があると云われている.赤徹病の第二戎伝染除小麦病
穂に形成された分生胞子によるものと考えられる.病勢の蔓延に対して分生胞子がどの様な役
割をばたい赤徹病の発生に第二失伝染がどの程度の意味をもつか，叉第二弐伝染に関係する
二三の要因を知る需に実験した.実験段今後更に詳しく行わねばならぬが， 1953年度の圃場観
察も加味し第1報として報告する.
I.分生胞子が病穂に形成される像件
小麦赤徹病の第二次伝染が病穂に形成された分生胞子によるものであるとすれば，どの様な
僚件が分生胞子形成に必要であるかが問題となる.との僚件を明かにするために共の様た実験
を行った.
鉢植にした小麦農林4号品種に試験管場養の赤撒病菌(当研究保存菌株 No.2089)分生胞子
を噴霧接種して 250Cの定温湿室中に1昼夜置き，その後日蔭のガラス湿室に移し，穂が充分
濡れる様に毎日撒水して湿度を保った.更に5日後第1表に示すI，lV， Vの各区を設け，調
査日の2目前に 11区を設けた.各区から約10穂宛槽病穂をとって擢病'J、穂及び胞子形成小穂
を調ペた
接種後連続して湿室中に置を撒水したI区，]J:.ぴガラス室で乾操扶態に置いたV区には胞子
形成が認められなかったが.その他の処理区にほ分生胞子堆が見られ，屋外に移したlV区が最
も胞子形成除良好であった第2表に接種後調査時までの気温及び湿度を示すが，調査までに
降雨がー回あlJIV区ぽ雨に会っている I区でほ室中菌糸の蔓延カ漕しく殆ど穂の今分が空中
菌糸で覆われる様になったが，胞子形成までに至らなかった.11区では屋外に移した時ぽ空中
第 1表 分ささ胞子形成の僚件
I IJ II IV v 
調査 i1、穏数 181 184 182 172 186 
織病小穏数 93 79 85 68 74 
胞子形成小穂数 。 4 8 23 。
備考 5月14日銭穏. o月25日開査， 250C滅室に議種後1重夜，後5日間jfラ:;x.濃室に入れその後，
1.調査時までjfラ':;x.濃室に置き毎日撤水.
1. 1ラス室外軒下の日ilr.:置き始めの3日間被水.
II.調査2目前に屋外に移ナ.それまでは Iに向ピ.
IV.屋外に置.
• V. jfラ:;x.室内に置.
骨本研究は.林省委託研究費により行ったものである.犯して謝意をあらわず.術本報告は主として井上
忠男の得た実験結果である.
(140) 〔農学研究第41巻第4号 HO-l44頁 19(4)
第 2表 接種後調査時までの気象
安L 浪。c
天候 漁皮 雨量
最高 最低 ?/o 
5月14日 曇 20.0 14.0 67 。
15 晴 21.0 7.0 [>9 。
Hl 11 8.O 74 。
17 11 25.0 。
18 11 27.0 9.0 G3 。
19 1/ • 26.5 10.5 65 。
町} 1/ 27.6 11.0 71 。
21 1/ 13.0 89 。
22 幸喜 25.0 。
23 雨 19.0 16.0 1似) 68.8 
24 哨 24.5 16.0 84 。
25 1/ 27.5 10.0 70 。
備考.当研究室気象観測による. 雨量は作物育種研究室測定数値.
菌糸が著しく蔓延し胞子は形成されていなかったが， 2日後の調査時にr.tかたり胞子形成が見
られた.V区の櫨病小穂の病献は期著でなく，他区の病穂に比ペて病勢の進展は極めておそい
よろであった.
II.小妻穂及び葉土の雨満中ての赤撒病菌分生胞子の費芽
小麦の穂及ひ葉の上にたまった雨滴中T?の赤櫨病菌分生胞子の亮茅の様子を調ペた.用いた
分生胞子政当研賓室保存菌株 No.2089の馬鈴薯寒天培養基に形成されたものであ!J，発芽試
験は農学研究，41(2) p. 52と同じ方法で実験した.
第 3袋 小麦慮及び葉の上に滑った雨演中での赤徹病菌分生胞子¢発芽
A B 
・。4nJgUL 
干等蒸溜水 水道水 小麦穂雨滴薬 再来清水 glu∞se 雨水 小麦穂美上の
思議一一一一一ー
上の雨滴
調査胞子数 448 455 4日) 63O 619 618 632 
~t4' 胞子数 7 44 184 114 442 401*‘ 603・後
発芽率C%) 1.6 9.7 40.9 18.1 71.4 64.9 95.6 
。‘ 6.98 17.65 39.60 25.1.8 57.93 53.80 78.15 
pH 4.8 4.8 4.4 5.6・
備考 L.S. D. (0.05)=6.71， L.S. D. (0.01)=9.64. L. S. D. (0.05)=3.68， L.S. D. (0.01)ヰ5.16.
4週間培餐胞子. 3週間矯養胞子.
240C4時間後腕査. MOC4時間後調査.
*Blissの p=Sin2/iの式にによる変換依. u~t4'管の伸長は極めて良好.
第3表Aは5月7日降雨直後， Bぽ5月12日降雨中に小麦農林4号の穂及び葉上にたまった
雨滴を集U亡実験した結果である.A， Bどちらの場合にも植物休とにたまった雨滴中で発芽
率陰極めて禽し叉発芽管の伸長も非常に早かった.
-11- (141) 
IV.病穂に形成された分生胞子の飛散
種病穂に形成された分生胞子の動向については石井，小山 (1952)りの報告があり，叉胞子採
集による筆者等の観察 (1952)')があるが，第二女伝染源として病穂1rC.形成された分生胞子がど
の様な動向をとるかをと確かめるために
実験した.
筆者等の観察から先づ風による分
生胞子の飛散が考えられるので，第1
図に示す様た実験装置を用いた.予め
Biramの徴風計で大体の風速を測定し
て置'i!r.扇風機の位置を色々の距離に
変えて送風した.胞子飛散扶況を見る
のに正確な風速を用いる必要を認めな
かったので，特に気流平行格子は設け
なかった.叉穣病穏とスライドグラス
の距離は 15cm離れているが，測定し
た風速はスライドグラスのすぐ後方で
の数値である.第4表に実験結果を示
ナ.
第4表AのI区は晴天時に採取した
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備考 a: 1fヲz同情.
a， 
的 JEm -一歩
b:グPセ Pン1mをぬったスライドグラ A.
c::分生胞子を多〈形成している病穂.
d: Biramの微風計.
病穏を用いた実験であるが，スライドグラスの調査面積内には胞子の附着は認められなかっ
た.叉同じ病稽に対して atomizerで水を噴霧しながら送風した実験11でも送風時間 1分間で
第 4 表 病穏に形成された胞子の飛散
A 
風速(mfsec..) 7.8 6.8 3.7 実験室内の濃度
I 。 。 。 70% 
II‘ 。 。 Q 70 
III 12 5 。 813 
lV‘ 26 10 8 86 
備考・ ス予イドグ予見1.8αn2内に附着した胞子数.
1. 11:晴天時に傑取した病穏を用いた.
IJI. IV:降雨直後に探取した病穏を用いた.
*atomizerで水を噴霧しながら皇室風.
B 
主主風時間 1分 5分
I 。 () 
II‘ 。 4 
III持 4 17 
備考 J. II:乾燥欺態の病穂.
III :水に穫して漏らした病穂.
‘atomizerで水を噴察しながら皇室風.
風速は豹8m/se:.
は胞子の附着は認められなかった.との場合噴霧の需に病穂が充分滞れるまでにはたらなかっ
た II，IVは降雨直後に採取した病掘を用いた実験であるが，何れの場合にも胞子の飛散が認
められ，殊に噴霧したがら送風した場合にはスライドグラスにF付着する胞子の数が多かった.
第4表Bは約8mjsec.の風をI分及び5分間送って胞子飛散の様子高と調ペたものであるが，と
の場合にも第4表Aと同様な傾向が見られ，乾蟻献踏では胞子を採集する事が出来君主かo:>tc.
(142】 - 12 -
明-
グFセりシ隠をねったスライドグヲスの実上で乾燥している病穂を指先で強〈数固たたき，
胞子が病槽から融晩するかEうかを調ペたととろ，スヲイド面1.8 cm2の商積内に8佃の分生
胞子が附着しているのを認めたとの場合，胞子は細胞内容が牧縮して細胞膜が厚〈乾潤して
いる様It::見えるものが多かった.同じ橋病穂を水中巴入れると，病穂の分生胞子ば直ちに水中
に懸濁する事が観察されたが，との棟にして懸濁した分生胞子は殆ど全てー見新鮮に見えるも
のばかりで，細胞膜が厚化して乾潤Lている様に見えるものは無かった
V.考 察
1953年，開場での小麦赤轍病の発生紙態を観察したととろでは，小支出穂後最初の雨までは
殆ど曜病穂が見られなか-::>tc.最初の降雨以後にも赤徹病の発生は少かったが，その後降雨の
回数が多くなるにつれて弐第に発病が増加t_.，!炊穫時には滋甚た発病が認められた事は，本号
所載の圃場調査勺からも明かである.1953年度の圃場に於ける発生経過の観察と，第1，2表
の結呆から小麦が赤徹病に感染し発病するまでの睦過は挟の様たものと思われる.
(a) 小麦が赤徹病に感染するには多湿の保件が必要であり，第一弐伝染源、は主としてその
子嚢胞子にあるもののよラで，初感染は出穂最初の降雨の時に起t，以後引続き降雨の度毎に
感染が起るめ.
(b) 感染後多湿の般態が持続すれば小穂に侵入した菌糸は念速に小穂内外に蔓延して，小
穂表面には空中菌糸を豊富に形成するに至るが，多湿の僚件だけでは小雄主に胞子が形成され
ない.
(c) 感染後天候の回復が早ければ侵入した菌糸の蔓延速度ぽ抵下して，充分吃病徴をあら
わすに至らたいが，天候の回復がゐくれた場合或は早く回復しても第2回目以後の降雨時に，
菌糸は充分に小穂の内外に拡がって，天候の回復と共に胞子が形成され，以後の伝染源とな
る.
圃場での赤徹病の蔓延は第一・弐及び第二次以後の発生の綜合された現象であるから，上の三
項除伝染源が子嚢胞子であるか，極病穂に形成された分生胞子であるか乞問わや，感染発病の
経過として一応考えられるものであち.感染後，病徴を発現し分生胞子を形成するまでの時間
及び修件の詳細については，頁に実験した上で報告する.
赤*病の第二共伝染も降雨に関連して起るので，植物休kの雨滴が分生胞子の発芽に極めて
有効に初くと云う事実は意味が深い.との事険分生胞子が水中に容易に離耽するとととも結び
ついてa櫨病小麦雄主に形成された胞子が雨滴によってそれより下部の未感染小穂に伝染する
可能性は非常広大雪い.
分生胞子の飛散についての考察は一見1952年度の筆者等の観察と異る様であるが， 1952年度
の観察及び本報告の実験でも類似の事実が観察された.gpち，晴天の日に胞子採集スライドに
附着した分生胞子や，櫨病憶を強打してスライドグラスに落下させた分生胞子は，乾掴じて細
胞内容は牧縮している様に見えるのに反し，降雨のあった自に採集された分生胞子はスライド
グラス上での分布が一様でたく. 2-6. 7個宛接近して分布している場合が多く，病穂叉除
場整から直接水中に懸濁した場合に見られるものと同様に，一見して新鮮な胞子が多かった.
従って石井等1)の報告のように標徴都に附着し売7J<i滴に分生胞子が静離して，風によるその水
滴の飛散と一緒に胞子も飛散するのではたいかと考えられる.
赤徹病菌分生胞子の表面は粘着性の物質で被覆されていると云われている. 当研究室保存
一回一 (143) 
No.2089号菌の馬鈴馨寒天橋養基に形成された分生胞予をとり浪厚な胞子懸濁液を作って，遠
心沈澱によb胞子を沈澱させると不透明な樫紅色の胞子洗首謀液が得られあが，之を乾燥器中で
‘濃縮乾溜すると控禍色で、極めて粘性の強い不定形物質が得られた.標病憶に形成された分生胞
子については調ペなかヲたが，人工培整基に形成された胞子の場合と同じであるとすれば，胞
子の表面はとの粘質物の薄居で被われ，乾燥蹴態では離耽し難くなっているものと考えられ
る.との粘質物がどの程度に親水性をもっか等種kの性質については今後更に実験する必要が
ある.
以上の諸点から考えると，病摘t乞形成された分生胞子が第こ衣伝染源として大ぎ注意味をも
っためには降雨が必要であり，叉胞子が病穏に形成されるのは降雨の後と考えられるので，第
二弐伝染除小麦の出穂後降雨の回数の多い程大き〈なると思われる.
VI.摘 要
本報告は小麦赤撤病の第二夫伝染に関して， 1953年に行ったニ，三の実験観察の結果であ
る.
(1) 小麦赤徴病の標徴は感染後どの様た讃境保件の時に発現するかをじらぺたととる，
(a)接撞後数日間多湿扶態に置を，その後戸外に出したものに分生胞子の形成は最も良好で
あった.(b)接種後乾燥扶態に置いたもの， (c)連続して多湿献態に置いたものでは，分生
胞子形成が殆ど見られたかった.
(2) 小麦穂及び葉の上に溜った雨滴中での赤徹病菌分生胞子の発芽をしらぺたととる，植
物体上に溜った雨滴中では掴めて高い発芽率を示し，且発芽管の伸長も速かった
(3) 病棟に形成された分生胞子は，乾操している時は風などにより離境し離し充分水に
漏れている場合には病穂上の水滴の飛散に伴って標語監部から離耽飛散し得る様である.
(4) 上の実験観察から，小麦の赤徹病穣病穏に形成された分生胞子が第二次伝染源、として
の役割を果すためには降雨が必要である事が考えられる.
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